
０
・
17
ヶ
月
増
し
で
は｢

焼
け
石
に
水
」

好
業
績
の
中
で
期
待
が
ふ
く
ら
ん
だ
05
春
闘
は
、
わ

ず
か
の
増
額
一
時
金
で
集
約
を
し
ま
し
た
。
日
立
労
組

は
年
間
４
・
82
ヶ
月
で
、
８
万
２
８
７
８
円
の
増
額
と

し
て
い
ま
す
が
、
働
く
者
の
生
活
は
小
泉
内
閣
の
悪
政

の
も
と
で
定
率
減
税
の
廃
止
、
大
増
税
、
年
金
制
度
の

改
悪
な
ど
で
７
兆
円
負
担
増
が
予
定
さ
れ
、
30
代
共
働

き
三
人
家
族
で
10
万
円
を
超
え
る
と
試
算
さ
れ
て
い
ま

す
。
年
間
０
・
17
ヶ
月
増
で
は
「
焼
け
石
に
水
」
で
実

質
生
活
ダ
ウ
ン
は
確
実
で
す
。

株
主
に
高
配
当
、
働
く
者
に
は
還
元
な
し

電
機
産
業
は
年
度
後
半
に
「
業
績
の
下
方
修
正
」
を

行
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
昨
年
度
と
比
べ
る
と
大
幅

な
増
収
増
益
で
す
。
日
立
は
、
働
く
者
に
は
微
増
一
時

金
を
押
付
け
な
が
ら
、
株
主
に
は
前
年
度
比
１
３
８
％

の
大
幅
配
当
（
一
株
８
円
か
ら
11
円
の
増
配
）
を
発
表

し
ま
し
た
。
苦
労
し
て
業
績
を
上
げ
て
も
一
時
金
増
額

の
原
資
よ
り
配
当
に
ま
わ
す
原
資
が
多
く
、
私
た
ち
の

生
活
は
低
下
す
る
一
方
で
す
。

矛
盾
深
ま
る
「
成
果
主
義
賃
金
」

「
賃
金
体
維
持
」
と
い
っ
て
い
ま
す
が
「
成
果
能
力

主
義
」
賃
金
で
は
、
い
く
ら
個
人
が
高
い
評
価
を
さ
れ

て
も
、
賃
金
レ
ン
ジ
上
限
で
頭
打
ち
と
な
り
賃
金
は
上

が
り
ま
せ
ん
。
評
価
も
上
司
に
よ
り
左
右
さ
れ
公
平
・

公
正
へ
の
不
満
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
中
高
年
の
多
く

は
高
評
価
さ
れ
て
も
移
行
時
の
「
調
整
給
」
で
帳
消
し

に
さ
れ
賃
上
げ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
苦
労
し
て
仕
事
を
し

て
１
円
も
上
が
ら
な
い
成
果
主
義
賃
金
は
、
廃
止
を
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

派
遣
・
請
負
・
パ
ー
ト
な
ど

全
体
の
賃
金
ベ
ー
ス
の
引
上
げ
を
！

派
遣
・
請
負
な
ど
の
労
働
者
は
、
職
場
で
同
じ
仕
事

を
し
な
が
ら
低
い
賃
金
で
働
い
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

影
響
は
正
社
員
の
賃
金
を
上
げ
さ
せ
な
い
要
因
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。
春
闘
を
再
生
す
る
た
め
に
は
、
労
働
組
合

が
共
同
を
広
げ
、
全
体
の
賃
金
ベ
ー
ス
を
上
げ
る
役
割

を
果
た
す
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

＜発行＞
２００５年４月
第１２６号

日立関連労働者懇談会

〒108-0073 東京都港区三田3-2-20
（電機労働者懇談会気付）

TEL(03)3455-6006 FAX(03)3451-3595

日 立 懇
★もよりの連絡先
茨 城 029-273-2785 (舞良)
茨 城 0294-32-1048 (馬場)
東 京 042-394-0937 (谷口)
神奈川 0465-48-5327 (中村)
静 岡 0543-65-0433 (多田)
愛 知 0561-54-6222 (成木)
大 阪 06-6939-2905 ( 森 )

★ビラや情報をホームページで見られます。
ﾊﾟｿｺﾝ http://www.hitachikon.net

ｹｰﾀｲ http://www.hitachikon.net/i

★仕事、生活などの相談も受け付けます。
Eﾒｰﾙ info@hitachikon.net

TEL(携帯) 090-3534-8626(谷口)

●
生
活
重
視
？
外
観
無
視
？

そ
れ
と
も
‥
‥

マ
ン
シ
ョ
ン
の
バ
ル
コ
ニ
ー
の
幅
は
十
分
な
は
ず
。

バ
ル
コ
ニ
ー
の
手
す
り
に
布
団
等
を
干
す
家
庭
が
あ

る
。
先
日
も
、
管
理
組
合
よ
り
「
美
観
上
で
も
あ
り
、

落
下
防
止
目
的
」
と
の
注
意
が
あ
っ
た
次
の
日
に
、

手
す
り
の
外
に
干
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
何
故
こ
の

様
な
簡
単
な
ル
ー
ル
も
守
れ
ず
、
他
人
に
不
快
感
を

与
え
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
な
い
の
か
と
思
っ
て
し

ま
う
。
自
分
だ
け
が
良
け
れ
ば
っ

て
こ
と
な
の
か
・
・
・
。

（
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
お
返
事
・

ご
感
想
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
）

i
n
f
o
@
h
i
t
a
c
h
i
k
o
n
.
n
e
t

投
稿
歓
迎

ＱＲコードに
アクセス！

清水宣伝行動（第４回目）

３月１４日（月）、清水の日立空調システムの門前で、日

立懇全社ビラ３月号と日立空調システムの職場新聞「オアシ

ス」をセットして配布しました。

正門では静岡地区労連の宣伝カーによる宣伝を行い、南門

ではハンドマイク宣伝を行いました。参加者は全国の日立の

職場と地域、そして静岡地区労連から総勢２１名と過去最高

の人数となり

ました。マイ

ク宣伝では、

春闘における

賃上げや一時

金、パート・

派遣の労働条

件向上、成果

主義賃金の問

題、リストラ、

健康不安等を

訴えました。 マイク宣伝をする日立空調システムの多田氏
（左）と静岡地区労連の松永議長（右）



売上高推移・営業利益推移（連結）

-1,174

1,529 1,848

2,600

4,000

3,423

-2,000 

0

2,000

4,000

6,000

2
0
0
0年

2
0
0
1年

2
0
0
2年

2
0
0
3年

2
0
0
4年

2
0
0
5年

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

営業利益

売上高

(見通し) (計画)

単位：億円

日立の決算報告書より

日
立
の

を
追
及

日
本
共

産
党
の
大

門
実
紀
史

参
院
議
員

は
３
月
17

日
の
参
院
予
算
委
員
会
で
、

昨
年
９
月
に
日
立
事
業
所

（
旧
日
立
工
場
）
で
起
き
た

労
働
者
の
死
亡
事
故
に
対
す

る
政
府
の
姿
勢
を
た
だ
し
ま

し
た
。
大
門
議
員
は
、
二
人
と
も

業
務
請
負
業
界
最
大
手
の
ク

リ
ス
タ
ル
グ
ル
ー
プ
系
の
別
々

の
企
業
の
社
員
だ
と
し
て
、

「
現
場
に
は
指
揮
命
令
者
が

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に

請
負
会
社
か
ら
は
誰
も
来
て

い
な
い
。
偽
装
請
負
の
可
能

性
が
濃
い
」
と
指
摘
。
「
請

負
業
者
だ
け
が
責
任
を
取
る

と
な
る
と
、
日
立
の
責
任
が

不
問
に
な
る
。
す
で
に
事
故

か
ら
半
年
が
た
っ
て
い
る
が
、

き
ち
ん
と
調
査
す
べ
き
だ
」

と
迫
り
ま
し
た
。

尾
辻
厚
生
労
働
大
臣
は
、

「
所
管
の
日
立
労
働
基
準
監

督
署
か
ら
、
ど
う
い
う
調
査

を
し
て
い
る
か
、
き
っ
ち
り

報
告
を
き
く
」
と
答
弁
し
、

調
査
を
約
束
し
ま
し
た
。

業
績
は
好
調
で
も

〃
見
通
し
が
悪
い
の
で
〃

05
春
闘
は
、
今
年
度
決
算
で
大

幅
な
業
績
伸
長
と
な
る
見
込
み
の

中
で
期
待
さ
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
来
年
05
年
度
の
業
績
見
通
し

が
厳
し
い
と
の
会
社
主
張
が
繰
り

返
さ
れ
、
「
賃
金
体
系
維
持
」

「
一
時
金
１
３
４
万
１
１
２
４
円

（
４
・
77
ヶ
月
）
」
で
集
約
し
ま
し

た
。
職
場
で
は
、
昨
年
度
は
、
一

時
金
が
三
菱
電
機
と
日
立
の
間
の

４
・
50
ヶ
月
で
集
約
し
た
事
に
不
満

が
集
中
し
た
の
に
、
今
年
は
さ
ら

に
、
三
菱
電
機
の
４
・
80
ヶ
月
を
も

下
回
る
低
い
結
果
と
な
り
、
批
判

が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
ル
ネ
サ
ス
武
蔵
）

日
立
本
体
を
超
え
る

〃
一
時
金
出
て
も･
･
･

〃

電
機
大
手
の
回
答
指
定
日
の
翌

日
に
、
一
時
金
５
・
01
ヶ
月
の
会
社

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
職
場
で
は

「
日
立
を
越
え
る
の
は
何
十
年
ぶ

り
だ
」
「
会
社
予
想
の
２
倍
の
純

利
益
だ
、
も
っ
と
取
れ
た
か
も
」

な
ど
久
し
ぶ
り
に
「
明
る
い
話
題
」

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
会
社
は
経
営
計
画
値

を
１
年
前
倒
し
で
超
過
達
成
し
て

も
、
賃
金
の
６
％
カ
ッ
ト
を
撤
回

し
よ
う
と
し
て
い
ま
せ
ん
。
年
間

で
21
万
円
、
残
業
代
な
ど
含
め
れ

ば
そ
れ
以
上
の
賃
下
げ
な
の
に
、

６
万
円
足
ら
ず
の
ボ
ー
ナ
ス
の
増

額
で
チ
ャ
ラ
に
さ
れ
て
は
た
ま
っ

た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
日
立
工
機
）

賃
金
７
％
ア
ッ
プ
に

〃
な
れ
ば
い
い
の
だ
が
〃

設
計
の
職
場
に
は
外
部
の
設
計

会
社
の
人
が
４
割
程
度
い
ま
す
。

こ
の
人
た
ち
は
こ
れ
ま
で
請
負
会

社
の
所
属
で
し
た
が
、
３
月
か
ら

派
遣
会
社
の
所
属
に
な
り
ま
し
た
。

請
負
と
は
い
っ
て
も
実
態
は
派
遣

と
同
じ
で
、
社
員
が
仕
事
の
指
示

を
し
て
い
ま
し
た
。
３
月
か
ら
は
、

名
刺
、
ハ
ン
コ
、
氏
名
バ
ッ
チ
な

ど
す
べ
て
が
社
員
と
同
じ
に
な
り
、

「
請
負
で
は
、
間
に
日
立
の
子
会

社
が
入
っ
て
、
７
％
の
リ
ベ
ー
ト

を
と
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
か
ら

は
Ｈ
Ｉ
Ｃ
と
直
接
の
契
約
な
の
で
、

そ
の
分
、
賃
金
が
上
が
れ
ば
良
い

の
だ
が
・
・
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

（
Ｈ
Ｉ
Ｃ
・
土
浦
）

〃
転
勤
が
い
や
な
ら
〃

給
料
が
90
％
に

会
社
か
ら
、
新
制
度
「
勤
務
地

限
定
制
度
」
導
入
の
申
入
れ
が
あ

り
ま
し
た
。
制
度
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

「
本
人
の
事
情
で
転
居
を
伴
う
転

勤
が
で
き
な
い
（
避
け
た
い
）
社

員
に
対
し
て
は
、
勤
務
地
を
限
定

す
る
（
転
勤
さ
せ
な
い
）
代
り
に

本
給
を
90
％
に
す
る
。
登
録
申
請

せ
ず
、
転
勤
発
令
時
に
申
請
し
た

場
合
は
、
本
給
80
％
と
す
る
」
と

い
う
も
の
で
す
。
「
転
勤
は
い
や

と
言
っ
た
ら
、
な
ぜ
給
料
が
下
が

る
の
か
理
解
で
き
な
い
。
」
「
ど
っ

ち
か
を
選
ぶ
な

ん
て
で
き
な
い
」

と
、
怒
り
の
声
。

（
日
立
ハ
イ
コ

ス
・
（
お
）
関

連
会
社
）

日
立
は
、
２
月
に
、
05
年
３
月
期
の

業
績
見
通
し
を
発
表
し
ま
し
た
。

「下
方
修
正
」
で
も
大
幅
増
益

連
結
営
業
利
益
は
２
６
０
０
億
円
、

連
結
純
利
益
は
５
０
０
億
円
で
す
。

会
社
は
、
05
年
春
闘
で
、
業
績
の
悪

化
で
下
方
修
正
し
た
こ
と
を
強
調
し

ま
し
た
が
、
前
期
比
で
み
れ
ば
大
幅

増
益
で
す
。
ま
た
、
売
上
高
が
前
期

比
で
１
０
２
％
（
８
兆
８
４
０
0
億

円
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
い
っ
そ
う

の
高
収
益
体
制
を
推
進
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

会
社
報
告
で
は
、
下
方
修
正
の
中

に
は
、
リ
ス
ト
ラ
費
用
（
２
０
０
億

円
）
や
設
備
の
減
損
処
理
（
３
０
０

億
円
）
を
追
加
計
上
し
た
と
の
こ
と

で
す
。

計
画
達
成
の
た
め
、

リ
ス
ト
ラ
も

中
期
経
営
計
画
「
ｉ
・ｅ
・Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ

Ｈ
Ｉ
プ
ラ
ン
Ⅱ
」
の
06
年
３
月
期
連
結

営
業
利
益
４
０
０
０
億
円
の
達
成
は

厳
し
い
、
と
い
う
マ
ス
コ
ミ
の
報
道

も
あ
り
、
目
標
必
達
の
た
め
に
、
日

立
グ
ル
ー
プ
全
体
で
い
っ
そ
う
の
軽

量
化
、
事
業
拠
点
の
統
合
化
な
ど
、

人
員
削
減
や
リ
ス
ト
ラ
が
推
進
さ
れ

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
電
力
）
で
は
、
既
に
、
「
業
務

改
善
対
策
」
と
し
て
グ
ル
ー
プ
全
体

で
リ
ス
ト
ラ
や
人
件
費
削
減
が
実
行

さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ

が
三
分
の
一

の
労
働
者
に

導
入
し
た
裁

量
労
働
制
に
つ
い
て
、
労
働
基
準
監
督

署
か
ら
厳
し
く
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
で
は
、
昨
年
３
月
か
ら
、

約
二
万
人
の
労
働
者
の
三
分
の
一
に
当

た
る
約
六
千
四
百
人
の
シ
ス
テ
ム
エ
ン

ジ
ニ
ア
（
Ｓ
Ｅ
）
に
裁
量
労
働
制
（
専

門
業
務
型
）
を
適
用
し
ま
し
た
。
全
日

本
金
属
情
報
機
器
労
組
（
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
）

日
本
ア
イ
ビ
ー
エ
ム
支
部
が
、
組
合
員

の
労
働
実
態
を
調
査
し
た
結
果
、
ほ
と

ん
ど
の
労
働
者
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一

員
と
し
て
仕
事
を
し
て
お
り
、
仕
事
の

す
す
め
方
に
つ
い
て
裁
量
の
余
地
は
な

い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

支
部
は
、
労
基
著
に
申
告
し
、
労
基

署
が
会
社
を
指
導
し
ま
し
た
。
会
社
は
、

未
払
い
残
業
代
を
支
払
う
と
答
え
ま
し

た
。
（
「赤
旗
」
新
聞
05
年
２
月
１
日
報
道
よ
り
）

日
立
製
作
所
の
課

長
職
Ａ
さ
ん
（
50
代

前
半
）
は
、
上
司
か

ら
早
期
退
職
優
遇
制

度
を
使
っ
て
退
職
す

る
よ
う
に
勧
め
ら
れ

ま
し
た
。
Ａ
さ
ん
は

日
立
で
働
き
続
け
た

い
と
断
り
ま
し
た
が
、

就
職
斡
旋
会
社
に
行

く
よ
う
に
勧
め
ら
れ

た
り
、
残
っ
た
場
合

に
は
賃
金
が
大
幅
に

下
げ
ら
れ
る
こ
と
も

あ
る
な
ど
と
説
得
さ

れ
ま
し
た
。

Ａ
さ
ん
は
悩
ん
だ
末
に
、
電
機

ユ
ニ
オ
ン
を
訪
ね
相
談
し
ま
し
た
。

Ａ
さ
ん
は
電
機
ユ
ニ
オ
ン
に
加

入
し
、
会
社
に
加
入
通
告
と
団
体

交
渉
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。
団
体

交
渉
の
結
果
、
会
社
か
ら
、
「
Ａ

さ
ん
へ
の
退
職
勧
奨
を
止
め
る
、

他
の
従
業
員
と
差
別
し
な
い
」
、

の
回
答
が
あ
り
、
こ
れ
を
電
機
ユ

ニ
オ
ン
が
確
認
し

て
、
Ａ
さ
ん
の
要

求
は
受
け
入
れ
ら

れ
ま
し
た
。


